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中部日本は日本列島の中でも活断層が密集している地域の一つである。これらの活断層群の多くは中期中新世の日本
列島屈曲時に形成された構造を活用している（狩野,　 2002）。従って、中部日本のテクトニクスを研究するためには、
西南日本の延長であった中部日本の地殻構造が中期中新世にどのように改変され、現在どのような構造を有しているか
を明らかにするという基礎作業が必要である。このような見地から 2008年から 3年間、中部日本深部地殻構造探査が行
われる。その第１フェーズとして、2008年 9～10月，南―中央アルプス横断反射法地震探査が末尾に掲載された同探査
グループによって実施された．山梨県の南アルプス市から南アルプスを越え伊那盆地を通り中央アルプスを越える直線
距離約 70kmという長大測線である．標高差は南アルプスと伊那盆地で最大約 1500mに達する．この測線では外帯の四
万十帯，秩父帯，三波川帯，内帯の領家帯，美濃帯を通り，その中で糸魚川―静岡構造線，中央構造線，伊那谷断層帯
といった構造線を横切っている．
　 2005年に行われた文部科学省のプロジェクト「糸魚川－静岡構造線断層帯における重点的な調査研究」の反射法地

震探査では糸魚川―静岡構造線とその東側にある活断層が地下で収斂していく様子が見られたが，両者の関係がはっき
りとわかっていない．今回の探査でより深部の構造を明らかにする．中央構造線は地表では高角だが，地下ではどのよ
うな形状か．外帯の地層群は、西南日本と異なって広範囲にわたって東傾斜（すなわち内帯側とは逆方向に傾斜である
が）、地下深部ではどうなっているのか.伊那谷断層帯は低角に西に傾斜していると考えられているが，さらに深部では
どうなっているのか．その西側に分布する美濃帯の褶曲は軸が高角であることから，デタッチメントの存在が予想され
るが，その深度はどのくらいか．このような深部構造に関する基礎データを取得することなどが主要な目的である．
　発振は主にバイブロサイス車 4台を 1km間隔，伊那盆地の稠密区間では 100m間隔の計 145点行った．バイブロサ

イス車の通れない区間でダイナマイト発震 3発と，東端で 1発行った．受振は伊那谷ではデジタルテレメントリ式レコー
ダを 50m間隔，稠密区間では 25m間隔で計 724点設置した．それ以外では独立型レコーダを 50m間隔で計 978点設置
した．
　本探査ではノイズの少ない非常によい記録が得られた．暫定的な処理結果から既に以下のような重要な情報が得ら

れている。
（１）外帯：地表では大規模に東に傾斜しているが，地下では西傾斜である．
（２）内帯：地下で水平構造が卓越し，中でも 6秒及び 8秒に強い反射面が見られる．これらは，デタッチメントの

重要候補であることが期待されている。
（３）伊那谷断層帯は浅層高分解能反射法によって断層面そのものが地下 2kmまで把握されており、広角反射法を動
員して地下深部まで追跡する展望が生まれている。
本報告ではより詳しい処理結果を提示する予定である．
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